
                            
；                                                                  

  
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●甘エビ（籠漁） 1 月上旬から６月ごろまで最高の鮮度でプリプリの食感が楽

しめます。籠漁＝甘えビ専用の籠で捕獲する漁法で、甘エビを水槽に活かしこみ、

出荷時に海水と共に酸素パックして市場等に輸送します。 

● ズワイガニ 入荷は地物が中心です。地物は 3 月 20 日までの入荷。 

● ホタルイカ 小さいですが少しずつ入荷。ボイルものは、金沢港で水揚げさ

れた後、富山や福井でボイル加工され入荷しています。 

● タラ 釣り、網どちらも品質良。潤沢に入荷中。お買い得です。 

● スルメイカ、ヤリイカ これから地物の入荷あり。スルメは高値。 

● メバル、ハチメ類 釣り、刺し網ものが入荷しています。 

● カレイ類 これから入荷が多くなります。ササカレイは少なめ。 

● イイダコ 現在ののところ入荷無し。2 月中旬以降からか。 

● ナマコ 今年も地震の影響（海底変化）をうけ漁獲減。高値です。 

本年もヤマカ水産を宜しくお願いします。 

 

 

 

詳細は営業担当までお問い合わせ下さい。 

 

 

 

ぶりの漁獲はブリの来遊状況に大きく左右されます。能登半島の北沖の

水温が低く、能登半島東岸の沖の水温が高い場合、来遊が多くなる傾向に

あるそうです。今年は過去 5 年間の実績でみると 2 番目に低い水準で１

１月～１２月１５日までの記録で１２１トン。最も低かったのは１１月～

３月までの期間で２０２１年は約２００トン程。ちなみに 2023 年には

約 1500 トンもの水揚げをしています。 

石川県水産総合センターによると、解禁（１１月 6 日）

から 12 月１５日までの県内主要港における水揚量は雄ズ

ワイガニ（加能ガニ）137.１トンで前年比 1１２％、過去

5 年間の平均を 1４６％。また雌（香箱ガニ）は 1４２ト

ンで前年の９５％でしたが、過去5年間の平均比で1１４％

でした。前半は比較的好天候に恵まれたことが影響として

ありますが、漁獲サイズの資源も多かったと思われます。

しかし、県の資源調査では今後、漁獲対象サイズの資源量

の減少を予測しており、継続した漁獲管理が必要です。                                                                                      

 

 

 


